
・帰社前にプログラムを稼働し、翌出社時に完了の確認をするが、データ数が多いと夜間で作業が終了しない場合

もあり、RPA専用のパソコンが必要となる。

留　意　事　項　/　そ　の　他

取　組　み　内　容

効　　　　　　　果

・効果は上表に記載のとおり、50～96％の時短効果がある。プログラムの作成申請があれば、RPA担当部で

　スピーディーに対応し、現場からも大変好評である。

・ヒューマンエラーの心配がなく、正確な結果が得られる。（プログラムエラーの場合はストップし、結果が出ない。）

・属人化されている業務を、PCを介して水平展開できる。

「RPA」の活用による労働時間の短縮

○ 現場 ○ 事務所内

RPAの作成実績と時短効果

・働き方改革を進める上で、労働時間短縮に有効なツールが

「RPA」である。

当社では、Microsoft社の標準搭載アプリケーションである

「Power Automate」を活用し、単純な繰り返しの事務作業

等をロボットに実行させ、現場や内勤の現場支援部署の労働

時間削減を実現している。

・具体的には、以下のような実行プログラムを作成し、日常業務

に取り入れている。

（申請から運用まで、1週間を目標にスピーディーに対応）


